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OSPFv2について
OSPFv2は、IPv4ネットワーク用 IETFリンクステートプロトコルです（「リンクステートプ
ロトコル」の項を参照）。OSPFv2ルータは、helloパケットと呼ばれる特別なメッセージを各
OSPF対応インターフェイスに送信して、ほかの OSPFv2隣接ルータを探索します。ネイバー
ルータが発見されると、この 2台のルータは helloパケットの情報を比較して、両者の設定に
互換性のあるかどうかを判定します。これらの隣接ルータは隣接を確立しようとします。つま

り、両者のリンクステートデータベースを同期させて、確実に同じOSPFv2ルーティング情報
を持つようにします。隣接ルータは、各リンクの稼働状態に関する情報、リンクのコスト、お

よびその他のあらゆるネイバー情報を含むリンクステートアドバタイズメント（LSA）を共有
します。これらのルータはその後、受信した LSAをすべての OSPF対応インターフェイスに
フラッディングします。これにより、すべてのOSPFv2ルータのリンクステートデータベース
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が最終的に同じになります。すべてのOSPFv2ルータのリンクステートデータベースが同じに
なると、ネットワークは収束します（「コンバージェンス」を参照）。その後、各ルータは、

ダイクストラの最短パス優先（SPF）アルゴリズムを使用して、自身のルートテーブルを構築
します。

OSPFv2ネットワークは、複数のエリアに分割できます。ルータは、ほとんどの LSAを 1つの
エリア内だけに送信するため、OSPF対応ルータのCPUとメモリの要件が緩やかになります。

OSPFv2は IPv4をサポートし、OSPFv3は IPv6をサポートしています。詳細については、OSPFv3
の設定を参照してください。

Cisco NX-OS上の OSPFv2は、RFC 2328をサポートしています。この RFCでは、ルートサマ
リーコストの計算に、RFC1583で使用する計算と互換性がない別の方法が導入されました。
またRFC2328では、AS-externalパスに対して異なる選択基準が導入されました。すべてのルー
タが同じ RFCをサポートしていることを確認することが重要です。RFC。RFC1583にのみ準
拠しているルータがネットワークに含まれる場合は、 rfc1583compatibilityコマンドを使用し
ます。デフォルトでサポートされている OSPFv2用の RFC標準は、Cisco NX-OSと Cisco IOS
とで異なる場合があります。値が同じになるように設定するには、調整が必要です。詳細につ

いては、「OSPF RFC互換モードの例」の項を参照してください。

（注）

OSPFv2およびユニキャストRIB
OSPFv2は、リンクステートデータベースでダイクストラの SPFアルゴリズムを実行します。
このアルゴリズムにより、パス上の各リンクのリンクコストの合計に基づいて、各宛先への最

適なパスが選択されます。そして、選択された各宛先への最短パスがOSPFv2ルートテーブル
に入力されます。OSPFv2ネットワークが収束すると、このルートテーブルはユニキャスト
RIBにデータを提供します。OSPFv2はユニキャスト RIBと通信し、次の動作を行います。

•ルートの追加または削除

•他のプロトコルからのルートの再配布への対応

•変更されていない OSPFv2ルートの削除およびスタブルータアドバタイズメントを行う
ためのコンバージェンス更新情報の提供（「OSPFv2スタブルータアドバタイズメント」
セクションを参照）

さらにOSPFv2は、変更済みダイクストラアルゴリズムを実行して、集約および外部（タイプ
3、4、5、7）LSAの変更の高速再計算を行います。

認証
OSPFv2メッセージに認証を設定して、ネットワークでの不正な、または無効なルーティング
更新を防止できます。Cisco NX-OSは、次の 2つの認証方式をサポートしています。
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•簡易パスワード認証

• MD5認証ダイジェスト

OSPFv2認証は、OSPFv2エリアに対して、またはインターフェイスごとに設定できます。

簡易パスワード認証

簡易パスワード認証では、OSPFv2メッセージの一部として送信された単純なクリアテキスト
のパスワードを使用します。受信 OSPFv2ルータが OSPFv2メッセージを有効なルート更新情
報として受け入れるには、同じクリアテキストパスワードで設定されている必要があります。

パスワードがクリアテキストであるため、ネットワーク上のトラフィックをモニタできるあら

ゆるユーザがパスワードを入手できます。

暗号化認証

暗号化認証では、暗号化されたパスワードを OSPFv2認証に使用します。トランスミッタは、
送信するパケットとキー文字列を使用してコードを計算し、そのコードとキー IDをパケット
に挿入して、パケットを送信します。受信側は、受信したパケットとローカルに設定された

キーストリング（パケット内のキー IDに対応）を使用してコードをローカルに計算すること
により、パケット内のコードを検証します。

メッセージダイジェスト 5（MD5）とハッシュベースのメッセージ認証コードセキュアハッ
シュアルゴリズム（HMAC-SHA）暗号化認証の両方がサポートされています。

MD5認証

OSPFv2メッセージを認証するには、MD5認証を使用する必要があります。そのためには、
ローカルルータとすべてのリモート OSPFv2ネイバーが共有するパスワードを設定します。
Cisco NX-OSは各 OSPFv2メッセージに対して、メッセージと暗号化されたパスワードに基づ
くMD5一方向メッセージダイジェストを作成します。インターフェイスはこのダイジェスト
を OSPFv2メッセージとともに送信します。受信する OSPFv2ネイバーは、同じ暗号化パス
ワードを使用して、このダイジェストを確認します。メッセージが変更されていない場合はダ

イジェストの計算が同一であるため、OSPFv2メッセージは有効と見なされます。

MD5認証には、ネットワークでのメッセージの再送を防ぐための、各 OSPFv2メッセージの
シーケンス番号が含まれます。

HMAC-SHA認証

Cisco NX-OSリリース 7.0（3）I3（1）以降、OSPFv2は RFC 5709をサポートしており、MD5
よりも高いセキュリティを提供するHMAC-SHAアルゴリズムを使用できます。HMAC-SHA-1、
HMAC-SHA-256、HMAC-SHA-384。および HMAC-SHA-512アルゴリズムは、OSPFv2認証で
サポートされます。
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高度な機能
Cisco NX-OSは、ネットワークでの OSPFv2の可用性やスケーラビリティを向上させる、高度
な OSPFv3機能をサポートしています。

スタブエリア

エリアをスタブエリアにすると、エリアでフラッディングされる外部ルーティング情報の量を

制限できます。スタブエリアとは、AS外部（タイプ 5）LSA（リンクステートアドバタイズ
メントの項を参照）が許可されないエリアです。これらの LSAは通常、外部ルーティング情
報を伝播するためにローカル自律システム全体でフラッディングされます。スタブエリアに

は、次の要件があります。

•スタブエリア内のすべてのルータはスタブルータです。「スタブルーティング」の項を
参照してください。

•スタブエリアには ASBRルータは存在しません。

•スタブエリアには仮想リンクを設定できません。

次の図には、外部ASに到達するためにエリア 0.0.0.10内のすべてのルータがABRを通過する
必要のある OSPFv2 ASの例を示します。エリア 0.0.0.10は、スタブエリアとして設定できま
す。

図 1 :スタブエリア

スタブエリアは、外部自律システムへのバックボーンエリアを通過する必要のあるすべての

トラフィックにデフォルトルートを使用します。IPv4の場合のデフォルトルートは 0.0.0.0で
す。

Not So Stubby Area
Not-So-Stubby Area（NSSA）は、スタブエリアに似ていますが、NSSAでは、再配布を使用し
て NSSA内で自律システム外部ルートをインポートできる点が異なります。NSSA ASBRはこ
れらのルートを再配布し、NSSA外部（タイプ 7）LSAを生成して NSSA全体でフラッディン
グします。または、NSSAを他のエリアに接続する ABRを設定することにより、この NSSA
外部 LSAを AS外部（タイプ 5）LSAに変換することもできます。こうすると、ABRは、こ
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れらの AS外部 LSAを OSPFv2自律システム全体にフラッディングします。変換中は集約と
フィルタリングがサポートされます。NSSA外部LSAに関する情報については、リンクステー
トアドバタイズメントセクションを参照してください。

たとえば、OSPFv2を使用する中央サイトを、異なるルーティングプロトコルを使用するリ
モートサイトに接続するときに NSSAを使用すると、管理作業を簡素化できます。リモート
サイトへのルートはスタブエリア内に再配布できないため、NSSAを使用する前に、企業サイ
トの境界ルータとリモートルータの間の接続をOSPFv2スタブエリアとして実行できません。
NSSAを使用すると、企業のルータとリモートルータ間のエリアを NSSAとして定義する
（「NSSAの設定」を参照）ことで、OSPFv2を拡張してリモート接続性をサポートできます。

バックボーンエリア 0を NSSAにできません。

Cisco NX-OSリリース 9.2(4)以降、OSPFは RFC 3101セクション 2.5(3)に準拠するようになり
ました。Not-so-Stubby Areaに接続されたエリア境界ルータが Pビットクリアのデフォルト
ルートLSAを受信した場合は、無視されます。OSPFは、これらの条件下で以前にデフォルト
ルートを追加していました。

すでに RFC非準拠の動作を使用するようにネットワークを設計しており、デフォルトルート
がNSSAABRに追加されると想定している場合は、Cisco NX-OSリリース 9.2(4)以降にアップ
グレードするときに動作が変更されます。

（注）

仮想リンク

仮想リンクを使用すると、物理的に直接接続できない場合に、OSPFv2エリア ABRをバック
ボーンエリアABRに接続できます。図には、エリア 3をエリア 5経由でバックボーンエリア
に接続する仮想リンクを示します。

図 2 :仮想リンク

また、仮想リンクを使用して、分割エリアから一時的に回復できます。分割エリアは、エリア

内のリンクがダウンしたために隔離された一部のエリアで、ここからはバックボーンエリアへ

の代表 ABRに到達できません。
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ルートの再配布

OSPFv2は、ルート再配布を使用して、他のルーティングプロトコルからルートを学習できま
す。ルートの再配布の概要の項を参照してください。リンクコストをこれらの再配布された

ルートに割り当てるか、またはデフォルトリンクコストを再配布されたすべてのに割り当て

るよう、OSPFv2を設定します。

ルート再配布では、ルートマップを使用して、再配布する外部ルートを管理します。再配布を

指定したルートマップを設定して、どのルートがOSPFv2に渡されるかを制御する必要があり
ます。ルートマップを使用すると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグな

どの属性に基づいて、ルートをフィルタリングできます。ルートマップを使用して、これらの

外部ルートがローカル OSPFv2自律システムでアドバタイズされる前に AS外部（タイプ 5）
LSAおよび NSSA外部（タイプ 7）LSAのパラメータを変更できます。ルートマップの設定
については、「Route Policy Managerの設定」を参照してください。

ルート集約

OSPFv2は、学習したすべてのルートを、すべての OSPF対応ルータと共有するため、ルート
集約を使用して、すべてのOSPF対応ルータにフラッディングされる一意のルートの数を削減
した方がよい場合があります。ルート集約により、より具体的な複数のアドレスが、すべての

具体的なアドレスを表す1つのアドレスに置き換えられるため、ルートテーブルが簡素化され
ます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、および 10.1.3.0/24というアドレスを 1つの集約アド
レス 10.1.0.0/16に置き換えることができます。

一般的には、エリア境界ルータ（ABR）の境界ごとに集約します。集約は2つのエリアの間で
も設定できますが、バックボーンの方向に集約する方が適切です。こうすると、バックボーン

がすべての集約アドレスを受信し、すでに集約されているそれらのアドレスを他のエリアに投

入できるためです。集約には、次の 2タイプがあります。

•エリア間ルート集約

•外部ルート集約

エリア間ルート集約は ABR上で設定し、自律システム内のエリア間のルートを集約します。
集約の利点を生かすには、これらのアドレスを1つの範囲内にまとめることができるように、
連続するネットワーク番号をエリア内で割り当てる必要があります。

外部ルート集約は、ルート再配布を使用してOSPFv2に投入される外部ルートに特有のルート
集約です。集約する外部の範囲が連続していることを確認する必要があります。異なる2台の
ルータからの重複範囲を集約すると、誤った宛先にパケットが送信される原因となる場合があ

ります。外部ルート集約は、ルートを OSPFに再配布している ASBRで設定してください。

集約アドレスの設定時に Cisco NX-OSは、ルーティングブラックホールおよびルートループ
を防ぐために、集約アドレスの廃棄ルートを自動的に設定します。
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高可用性およびグレースフルリスタート

Cisco NX-OSは、マルチレベルの高可用性アーキテクチャを提供します。OSPFv2は、ステー
トフルリスタートをサポートしています。これは、ノンストップルーティング（NSR）とも
呼ばれます。OSPFv2で問題が発生した場合は、以前の実行時状態からの再起動を試みます。
この場合、ネイバーはいずれのネイバーイベントも登録しません。最初の再起動が正常ではな

く、別の問題が発生した場合、OSPFv2はグレースフルリスタートを試みます。

グレースフルリスタート、つまり、NonstopForwarding（NSF）では、処理の再起動中もOSPFv2
がデータ転送パス上に存在し続けます。OSPFv2はグレースフルリスタートを実行する必要が
ある場合、猶予 LSAと呼ばれるリンクローカル不透明（タイプ 9）LSAを送信します。この
再起動中の OSPFv2プラットフォームは NSF対応と呼ばれます。

猶予 LSAには猶予期間が含まれます。猶予期間とは、ネイバー OSPFv2インターフェイスが
再起動中の OSPFv2インターフェイスからの LSAを待つよう指定された時間です（通常、
OSPFv2は隣接関係を切断し、ダウン状態または再起動中の OSPFv2インターフェイスからの
すべての LSAを廃棄します）。参加するネイバーは、NSFヘルパーと呼ばれ、再起動中の
OSPFv2インターフェイスから発信されたすべてのLSAを、インターフェイスがまだ隣接して
いるかのように保持します。

再起動中のOSPFv2インターフェイスが稼働を再開すると、ネイバーを再探索して隣接関係を
確立し、LSA更新情報の送信を再開します。この時点で、NSFヘルパーは、グレースフルリ
スタートが完了したと認識します。

ステートフルリスタートは次のシナリオで使用されます。

•プロセスでの問題発生後の最初の回復試行

• system switchoverを使用したユーザ開始スイッチオーバー command

グレースフルリスタートは次のシナリオで使用されます。

•プロセスでの問題発生後の 2回目の回復試行（4分以内）

• restart ospfを使用したプロセスの手動再起動 command

•アクティブスーパーバイザの削除

• reload module active-supコマンド

OSPFv2スタブルータアドバタイズメント
OSPFv2スタブルータアドバタイズメント機能を使用して、OSPFv2インターフェイスをスタ
ブルータとして機能するように設定できます。この機能は、ネットワークに新規ルータを機能

制限付きで導入する場合や、過負荷になっているルータの負荷を制限する場合など、このルー

タ経由のOSPFv2トラフィックを制限するときに使用します。また、この機能は、さまざまな
管理上またはトラフィックエンジニアリング上の理由により使用する場合もあります。

OSPFv2スタブルータアドバタイズメントは、OSPFv2ルータをネットワークトポロジから削
除しませんが、他のOSPFv2ルータがこのルータを使用して、ネットワークの他の部分にトラ
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フィックをルーティングできないようにします。このルータを宛先とするトラフィック、また

はこのルータに直接接続されたトラフィックだけが送信されます。

OSPFv2スタブルータアドバタイズメントは、すべてのスタブリンク（ローカルルータに直
接接続された）を、ローカルOSPFv2インターフェイスのコストとしてマークします。すべて
のリモートリンクは、最大のコスト（0xFFFF）としてマークされます。

複数の OSPFv2インスタンス
Cisco NX-OSは、同じノード上で動作する、OSPFv2プロトコルの複数インスタンスをサポー
トしています。同一インターフェイスには複数のインスタンスを設定できません。デフォルト

では、すべてのインスタンスが同じシステムルータ IDを使用します。複数のインスタンスが
同じ OSPFv2自律システムにある場合は、各インスタンスのルータ IDを手動で設定する必要
があります。サポートされる OSPFv2インスタンスの数については、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。

SPF最適化
Cisco NX-OSは、次の方法で SPFアルゴリズムを最適化します。

•ネットワーク（タイプ 2）LSA、ネットワーク集約（タイプ 3）LSA、およびAS外部（タ
イプ 5）LSA用の部分的 SPF：これらの LSAのいずれかが変更されると、Cisco NX-OS
は、全体的な SPF計算ではなく、高速部分計算を実行します。

• SPFタイマー：さまざまなタイマーを設定して、SPF計算を制御できます。これらのタイ
マーには、後続のSPF計算の幾何バックオフが含まれます。幾何バックオフにより、複数
の SPF計算による CPU負荷が制限されます。

BFD
この機能では、双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。BFDは、転送パスの
障害を高速で検出することを目的にした検出プロトコルです。BFDは2台の隣接デバイス間の
サブセカンド障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール上のデータプ
レーンに分散できるため、プロトコル helloメッセージよりも CPUを使いません。詳細につい
ては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

OSPFv2の仮想化のサポート
Cisco NX-OSは、OSPFv3の複数のプロセスインスタンスをサポートします。各 OSPFインス
タンスは、システム制限まで、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサ
ポートできます。サポートされる OSPFv2インスタンスの数については、『 Cisco Nexus 9000
Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。
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OSPFv2の前提条件
OSPFv2には、次の前提条件があります。

• OSPFを設定するための、ルーティングの基礎に関する詳しい知識がある。

•スイッチにログインしている。

•リモート OSPFv2ネイバーと通信可能な IPv4用インターフェイスが 1つ以上設定されて
いる。

• OSPFv2ネットワーク戦略と、ネットワークのプランニングが完成している。たとえば、
複数のエリアが必要かどうかを決定します。

• OSPF機能がイネーブルにされている（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

OSPFv2の注意事項および制約事項
OSPFv2設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• reloadのOSPFv2の graceful-restart planned-onlyコマンドは graceful-restartコマンドに変
換されます。

これは機能に影響を与えません。graceful-restart planned-onlyが設定にない場合、この問
題はそのデバイスには適用されません。

これは、CiscoNX-OSリリースが 9.3(2)で、CSCvs57583がリリースに含まれていない場合
に発生します。回避策は、graceful-restartコマンドを設定解除し、古いコマンドを再設定
することです。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用
することを推奨します。大文字と小文字を変更して同じ名前を使用しないでください。た

とえば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありま
せん。

• no graceful-restart planned onlyコマンドを入力すると、グレースフルリスタートは無効
になります。

• Cisco NX-OSは、ユーザがエリアを 10進表記で入力するか、ドット付き 10進表記で入力
するかに関係なく、ドット付き 10進表記でエリアを表示します。

•すべてのOSPFv2ルータが、同じRFC互換モードで動作する必要があります。CiscoNX-OS
の OSPFv2は RFC 2328に準拠しています。RFC 1583にのみ対応しているルータがネット
ワークに含まれている場合は、ルータ設定モードで rfc1583compatibilityコマンドを使用
します。

•スケールシナリオでは、インターフェイスと OSPFプロセスのリンクステートアドバタ
イズメントの数が大きい場合、OSPFMIBオブジェクトの SNMPエージェントのタイムア
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ウト値が小さい SNMPウォークは、タイムアウトになると予想されます。OSPFMIBオブ
ジェクトのポーリング中に問い合わせるSNMPエージェントのタイムアウトを確認する場
合は、ポーリングする SNMPエージェントのタイムアウト値を増加してください。

•アドミニストレーティブディスタンス機能には、次のガイドラインと制限事項が適用され
ます。

• OSPFルートに複数の等コストパスがある場合、アドミニストレーティブディスタン
スを設定しても match ip route-sourceコマンドに対しては決定性を持ちません。

•アドミニストレーティブディスタンスの設定は、match route-type、match ip address
prefix-list、およびmatch ip route-source prefix-listコマンドでのみサポートされます。
別の match文は無視されます。

• OSPFルートのアドミニストレーティブディスタンスを設定する場合、match
route-type、match ip address、および match ip route-sourceコマンドの間に優先順位
はありません。このように、Cisco NX-OS OSPFアドミニストレーティブディスタン
スを設定するためのテーブルマップの動作は、Cisco IOSOSPFの場合と異なります。

•廃棄ルートには、アドミニストレーティブディスタンス 220が常に割り当てられま
す。テーブルマップの設定は OSPFの廃棄ルートには適用されません。

• vPC設定モードで delay restore secondsコマンドを設定する場合や、マルチシャーシ
EtherChannelトランク（MCT）上の VLANがスイッチ仮想インターフェイス（SVI）を使
用して OSPFv2または OSPFv3によって通知される場合、これらの SVIは設定された時間
の間、vPCセカンダリノード上でMAX_LINK_COSTで通知されます。その結果、すべて
のルートまたはホストのプログラミングは、トラフィックを引き込む前に（セカンダリ

vPCノードのピアリロードで）vPCの同期操作後に完了します。この動作により、ノース
サウストラフィックのパケット損失を最小にできます。

• N9K-X9636C-Rおよび N9K-X9636Q-Rラインカードおよび N9K-C9508-FM-Rファブリッ
クモジュールの場合、 showrunospfコマンドの出力には、一部のOSPFコマンドのデフォ
ルト値が表示されることがあります。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco
NX-OSコマンドは通常使用する Cisco IOSコマンドと異なる場合
があるので注意してください。

（注）

• OSPFで network ip address mask コマンドを使用すると、エラーメッセージが表示され、
area area id コマンドを使用してインターフェイスで OSPFを有効にするように求められ
ます。

• OSPFのデフォルトタイマー（hello-interval:10および dead-interval:40）を使用することを
お勧めします。コンバージェンス時間を短縮するには、OSPFとともにBFDを使用できま
す。この組み合わせにより、1秒未満のリンク/隣接フラップ検出と非常に短いコンバー
ジェンス時間が実現します。

OSPFv2の設定
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• CiscoNX-OSリリース 10.3(1)F以降、OSPFv2はCiscoNexus 9808プラットフォームスイッ
チでサポートされます。

• CiscoNX-OSリリース 10.4(1)F以降、OSPFv2はCiscoNexus 9804プラットフォームスイッ
チでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(3)F以降、OSPFv2はCisco NX-OSスイッチのOSPFv2ユーザー
パスワードのタイプ 6キーチェーン暗号化をサポートします。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、OSPFv2は Cisco Nexus 9808および 9804スイッチを
搭載した N9KX98900CD-Aおよび N9KX9836DM-Aラインカードでサポートされます。

OSPFv2のデフォルト設定
次の表に、OSPFv2パラメータのデフォルト設定値を示します。

表 1 : OSPFv2のデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

110アドミニストレーティブディスタンス

10秒hello間隔

40秒デッド間隔

イネーブル廃棄ルート

60秒グレースフルリスタートの猶予期間

ディセーブルOSPFv2機能

600秒スタブルータアドバタイズメントの宣言期間

40 Gbpsリンクコスト計算の参照帯域幅

1000ミリ秒LSA最小到着時間

10秒LSAグループペーシング

200ミリ秒SPF計算初期遅延時間

5000ミリ秒SPFの最小ホールドタイム

1000ミリ秒SPF計算初期遅延時間

OSPFv2の設定
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基本的な OSPFv2の設定
OSPFv2は、OSPFv2ネットワークを設計した後に設定します。

OSPFv2の有効化
OSPFv2を設定するには、その前に OSPFv2機能を有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature ospf

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

OSPFv2機能を有効にします。feature ospf

例：

ステップ 2

switch(config)# feature ospf

例：

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

OSPFv2機能をディセーブルにして、関連付けられている設定をすべて削除するには、
グローバル設定モードで no feature ospfコマンドを使用します。

OSPFv2の設定
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目的コマンド

OSPFv2機能を無効にして、関連付けられた設
定をすべて削除します。

no feature ospf

例：

switch(config)# no feature ospf

OSPFv2インスタンスの作成
OSPFv2を設定する最初のステップは、OSPFv2インスタンスを作成することです。作成した
OSPFv2インスタンスには、一意のインスタンスタグを割り当てます。インスタンスタグは任
意の文字列です。

OSPFv2インスタンスパラメータの詳細については、高度なOSPFv2の設定（24ページ）の項
を参照してください。

始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

show ip ospf instance-tagコマンドを使用して、インスタンスタグが使用されていないことを確
認します。

OSPFv2がルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、または
ルータ IDオプションを設定する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no]router ospf instance-tag

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） show ip ospf instance-tag

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

[no]router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)

OSPFv2の設定
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv2ルータ IDを設定します。この IPアドレス
により、このOSPFv2インスタンスが識別されます。

（任意） router-id ip-address

例：

ステップ 3

このアドレスは、システムの設定済みインターフェ

イス上に存在する必要があります。
switch(config-router)# router-id
192.0.2.1

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

ステップ 4

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

OSPFv2インスタンスと、関連付けられている設定をすべて削除するには、グローバル
コンフィギュレーションモードで no feature ospfコマンドを使用します。

目的コマンド

OSPFインスタンスと、関連付けられた設定を削除しま
す。

no router ospf instance-tag

例：

switch(config)# no router ospf 201

このコマンドは、インターフェイスモードでは OSPF設定を削除しません。インター
フェイスモードで設定された OSPFv2コマンドはいずれも、手動で削除する必要があ
ります。

（注）

OSPFv2インスタンスのオプションパラメータの設定
OSPFのオプションパラメータを設定できます。高度なOSPFv2の設定（24ページ）セクショ
ンを参照してください。

ルータコンフィギュレーションモードで、次の OSPFv2用オプションパラメータを設定でき
ます。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

OSPFv2の設定
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OSPFv2がルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、または
ルータ IDオプションを設定する必要があります。

手順の概要

1. distance number

2. log-adjacency-changes [detail]
3. maximum-paths path-number

4. distance number

5. log-adjacency-changes [detail]
6. maximum-paths path-number

7. passive-interface default

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

この OSPFv2インスタンスのアドミニストレーティ
ブディスタンスを設定します。範囲は 1～ 255で
す。デフォルトは 110です。

distance number

例：

switch(config-router)# distance 25

ステップ 1

ネイバーの状態が変化するたびに、システムメッ

セージを生成します。

log-adjacency-changes [detail]

例：

ステップ 2

switch(config-router)#
log-adjacency-changes

ルートテーブル内の宛先への同じOSPFv2パスの最
大数を設定します。このコマンドはロードバランシ

maximum-paths path-number

例：

ステップ 3

ングに使用されます。指定できる範囲は 1～ 16で
す。デフォルト値は 8です。

switch(config-router)# maximum-paths 4

この OSPFv2インスタンスのアドミニストレーティ
ブディスタンスを設定します。範囲は 1～ 255で
す。デフォルトは 110です。

distance number

例：

switch(config-router)# distance 25

ステップ 4

ネイバーの状態が変化するたびに、システムメッ

セージを生成します。

log-adjacency-changes [detail]

例：

ステップ 5

switch(config-router)#
log-adjacency-changes

ルートテーブル内の宛先への同じOSPFv2パスの最
大数を設定します。このコマンドはロードバランシ

maximum-paths path-number

例：

ステップ 6

ングに使用されます。指定できる範囲は 1～ 16で
す。デフォルト値は 8です。

switch(config-router)# maximum-paths 4

OSPFv2の設定
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目的コマンドまたはアクション

すべてのインターフェイス上でルーティングが更新

されないようにします。このコマンドは、VRFまた
passive-interface default

例：

ステップ 7

はインターフェイスコマンドモードの設定によっ

て上書きされます。
switch(config-router)# passive-interface
default

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

次の例は、OSPFv2インスタンスを作成する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2でのネットワークの設定
ルータがこのネットワークへの接続に使用するインターフェイスを介して、OSPFv2へのネッ
トワークを関連付けることで、このネットワークを設定できます（「ネイバー」セクションを

参照）。すべてのネットワークをデフォルトバックボーンエリア（エリア0）に追加したり、
任意の 10進数または IPアドレスを使用して新規エリアを作成したりできます。

すべてのエリアは、バックボーンエリアに直接、または仮想リンク経由で接続する必要があり

ます。

（注）

インターフェイスに有効な IPアドレスを設定するまでは、OSPFはインターフェイス上でイ
ネーブルにされません。

（注）

始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip address ip-prefix/length

OSPFv2の設定
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4. ip router ospf instance-tag area area-id [secondaries none]
5. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

6. copy running-config startup-config

7. （任意） ip ospf cost number

8. （任意） ip ospf dead-interval seconds

9. （任意） ip ospf hello-interval seconds

10. （任意） ip ospf mtu-ignore

11. （任意） [default | no] ip ospf passive-interface

12. （任意） ip ospf priority number

13. （任意） ip ospf shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスにIPアドレスおよびサブネッ
トマスクを割り当てます。

ip address ip-prefix/length

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

OSPFv2インスタンスおよびエリアにインターフェ
イスを追加します。

ip router ospf instance-tag area area-id [secondaries
none]

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip router ospf 201
area 0.0.0.15

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

ステップ 5

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201
interface ethernet 1/2

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

OSPFv2の設定
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスの OSPFv2コストメトリッ
クを設定します。デフォルトでは、参照帯域幅とイ

（任意） ip ospf cost number

例：

ステップ 7

ンターフェイス帯域幅に基づいて、コストメトリッ

クが計算されます。有効な範囲は1～65535です。
switch(config-if)# ip ospf cost 25

OSPFv2デッド間隔を秒単位で設定します。有効な
範囲は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間
隔の秒数の 4倍です。

（任意） ip ospf dead-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf dead-interval
50

ステップ 8

OSPFv2hello間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

（任意） ip ospf hello-interval seconds

例：

ステップ 9

switch(config-if)# ip ospf hello-interval
25

OSPFv2で、ネイバーとのあらゆる IP MTU不一致
が無視されるように設定します。デフォルトでは、

（任意） ip ospf mtu-ignore

例：

ステップ 10

ネイバーMTUがローカルインターフェイスMTU
が不一致の場合には、隣接関係が確立されません。

switch(config-if)# ip ospf mtu-ignore

インターフェイス上でルーティングが更新されない

ようにします。このコマンドによって、ルータまた

（任意） [default | no] ip ospf passive-interface

例：

ステップ 11

はVRFコマンドモードの設定が上書きされます。
switch(config-if)# ip ospf
passive-interface defaultオプションは、このインターフェイスモー

ドコマンドを削除して、ルータまたはVRFの設定
に戻します（設定がある場合）。

エリアのDRの決定に使用されるOSPFv2プライオ
リティを設定します。有効な範囲は0～255です。

（任意） ip ospf priority number

例：

ステップ 12

デフォルトは1です。「指定ルータ」の項を参照し
てください。

switch(config-if)# ip ospf priority 25

このインターフェイス上のOSPFv2インスタンスを
シャットダウンします。

（任意） ip ospf shutdown

例：

ステップ 13

switch(config-if)# ip ospf shutdown

例

次に、OSPFv2インスタンス 201にネットワークエリア 0.0.0.10を追加する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# copy running-config startup-config

OSPFv2の設定
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show ip ospf interfaceコマンドを使用し、すれば、インターフェイスの設定を確認で
きます。show ip ospf neighborコマンドを使用し、すれば、このインターフェイスの
NAVERを確認できます。

エリアの認証の設定

エリア内のすべてのネットワーク、またはエリア内の個々のインターフェイスの認証を設定で

きます。インターフェイス認証設定を使用すると、エリア認証は無効になります。

始める前に

OSPF機能が有効になっていることを確認するには、「OSPFv2の有効化」セクションを参照し
てください。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有するこ

とを確認します。

この認証設定のためのキーチェーンを作成します。『CiscoNexus 9000シリーズNX-OSセキュ
リティ設定ガイド』を参照してください。

OSPFv2の場合、key key-idにキー IDがありますコマンドは、2〜255の値のみをサポートしま
す。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id authentication [message-digest]
4. interface interface-type slot/port

5. （任意） ip ospf authentication-key [0 | 3] key

6. （任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3] key

7. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

OSPFv2の設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

エリアの認証モードを設定します。area area-id authentication [message-digest]

例：

ステップ 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
authentication

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 4

switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスに簡易パスワード認証を設定

します。認証が、キーチェーンにもメッセージダイ

（任意） ip ospf authentication-key [0 | 3] key

例：

ステップ 5

ジェストにも設定されていない場合は、このコマン
switch(config-if)# ip ospf
authentication-key 0 mypass ドを使用します。0の場合は、パスワードをクリア

テキストで設定します。3の場合は、パスワードを
3DES暗号化として設定します。

このインターフェイスにメッセージダイジェスト認

証を設定します。認証がメッセージダイジェストに

（任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 |
3] key

例：

ステップ 6

設定されている場合は、このコマンドを使用しま

す。key-idの範囲は 1～ 255です。MD5オプション
switch(config-if)# ip ospf
message-digest-key 21 md5 0 mypass が 0の場合はパスワードがクリアテキストで設定さ

れ、3の場合はパスキーが 3DES暗号化として設定
されます。

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

ステップ 7

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201
interface ethernet 1/2

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config startup-config

インターフェイスの認証の設定

エリア内のすべてのネットワーク、またはエリア内の個々のインターフェイスの認証を設定で

きます。インターフェイス認証設定を使用すると、エリア認証は無効になります。

OSPFv2の設定
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始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有するこ

とを確認します。

この認証設定のためのキーチェーンを作成します。『CiscoNexus 9000シリーズNX-OSセキュ
リティ設定ガイド』を参照してください。

OSPFv2の場合、key key-idにキー IDがありますコマンドは、2〜255の値のみをサポートしま
す。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip ospf authentication [message-digest]
4. （任意） ip ospf authentication key-chain key-id

5. （任意） ip ospf authentication-key [0 | 3 | 7] key

6. （任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3 | 7] key

7. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

OSPFv2のインターフェイス認証モードをクリアテ
キストタイプとメッセージダイジェストタイプの

ip ospf authentication [message-digest]

例：

ステップ 3

どちらかでイネーブルにします。これにより、エリswitch(config-if)# ip ospf
authentication アに基づくこのインターフェイスの認証が無効とな

ります。すべてのネイバーが、この認証タイプを共

有する必要があります。

OSPFv2の設定
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv2のキーチェーンを使用するようにインター
フェイス認証を設定します。キーチェーンの詳細に

（任意） ip ospf authentication key-chain key-id

例：

ステップ 4

ついては、『Cisco NX-OSCisco NX-OSセキュリティ

設定ガイド』を参照してください。
switch(config-if)# ip ospf
authentication key-chain Test1

このインターフェイスに簡易パスワード認証を設定

します。認証が、キーチェーンにもメッセージダイ

（任意） ip ospf authentication-key [0 | 3 | 7] key

例：

ステップ 5

ジェストにも設定されていない場合は、このコマン

ドを使用します。
switch(config-if)# ip ospf
authentication-key 0 mypass

オプションは次のとおりです。

• 0：パスワードをクリアテキストで設定します。

• 3：パスキーを3DES暗号化として設定します。

• 7：パスキーを Ciscoタイプ 7暗号化として設
定します。

このインターフェイスにメッセージダイジェスト認

証を設定します。認証がメッセージダイジェストに

（任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3
| 7] key

例：

ステップ 6

設定されている場合は、このコマンドを使用しま

す。key-idの範囲は 1～ 255です。MD5オプション
は次のとおりです。

switch(config-if)# ip ospf
message-digest-key 21 md5 0 mypass

• 0：パスワードをクリアテキストで設定します。

• 3：パスキーを3DES暗号化として設定します。

• 7：パスキーを Ciscoタイプ 7暗号化として設
定します。

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

ステップ 7

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201
interface ethernet 1/2

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config startup-config

OSPFv2の設定
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例

次に、インターフェイスに暗号化されていない簡単なパスワードを設定し、イーサネッ

トインターフェイス 1/2のパスワードを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ip ospf authentication
switch(config-if)# ip ospf authentication-key 0 mypass
switch(config-if)# copy running-config startup-config

次に、OSPFv2 HMAC-SHA-1およびMD5暗号化認証を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain chain1
switch(config-keychain)# key 1
switch(config-keychain-key)# key-string 7 070724404206
switch(config-keychain-key)# accept-lifetime 01:01:01 Jan 01 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# send-lifetime 01:01:01 Jan 01 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# cryptographic-algorithm HMAC-SHA-1
switch(config-keychain-key)# exit
switch(config-keychain)# key 2
switch(config-keychain-key)# key-string 7 070e234f1f5b4a
switch(config-keychain-key)# accept-lifetime 10:51:01 Jul 24 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# send-lifetime 10:51:01 Jul 24 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# cryptographic-algorithm MD5
switch(config-keychain-key)# exit
switch(config-keychain)# exit

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ip router ospf 1 area 0.0.0.0
switch(config-if)# ip ospf authentication message-digest
switch(config-if)# ip ospf authentication key-chain chain1

switch(config-if)# show key chain chain1
Key-Chain chain1
Key 1 -- text 7 “070724404206”
cryptographic-algorithm HMAC-SHA-1
accept lifetime UTC (01:01:01 Jan 01 2015)-(always valid) [active]
send lifetime UTC (01:01:01 Jan 01 2015)-(always valid) [active]
Key 2 -- text 7 “070e234f1f5b4a”
cryptographic-algorithm MD
accept lifetime UTC (10:51:00 Jul 24 2015)-(always valid) [active]
send lifetime UTC (10:51:00 Jul 24 2015)-(always valid) [active]

switch(config-if)# show ip ospf interface ethernet 1/1
Ethernet1/1 is up, line protocol is up
IP address 11.11.11.1/24
Process ID 1 VRF default, area 0.0.0.3
Enabled by interface configuration
State BDR, Network type BROADCAST, cost 40
Index 6, Transmit delay 1 sec, Router Priority 1
Designated Router ID: 33.33.33.33, address: 11.11.11.3
Backup Designated Router ID: 1.1.1.1, address: 11.11.11.1
2 Neighbors, flooding to 2, adjacent with 2
Timer intervals: Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello timer due in 00:00:08
Message-digest authentication, using keychain key1 (ready)
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Sending SA: Key id 2, Algorithm MD5
Number of opaque link LSAs: 0, checksum sum 0

高度なOSPFv2の設定
OSPFv2は、OSPFv2ネットワークを設計した後に設定します。

境界ルータのフィルタリストの設定

OSPFv2ドメインを関連ネットワークを含む一連のエリアに分割できます。すべてのエリアは、
エリア境界ルータ（ABR）経由でバックボーンエリアに接続している必要があります。OSPFv2
ドメインは、自律システム境界ルータ（ASBR）を介して、外部ドメインにも接続可能です。
「エリア」の項を参照してください。

ABRには、省略可能な次の設定パラメータがあります。

• Area range：エリア間のルート集約を設定します。「ルート集約の設定」の項を参照して
ください。

• Filter list：外部エリアから受信したネットワーク集約（タイプ 3）LSAをフィルタリング
します。

ASBRもフィルタリストをサポートしています。

始める前に

OSPF機能がイネーブルになっていることを確認します。「OSPFv2の有効化」の項を参照して
ください。

フィルタリストが、着信または発信ネットワーク集約（タイプ 3）LSAの IPプレフィックス
のフィルタリングに使用するルートマップを作成します。「Route Policy Managerの設定」を
参照してください。「エリア」を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id filter-list route-map map-name {in | out}
4. （任意） show ip ospf policy statistics area id filter-list {in | out}
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

OSPFv2の設定
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

ABR上で着信または発信ネットワーク集約（タイプ
3）LSAをフィルタリングします。

area area-id filter-list route-map map-name {in | out}

例：

ステップ 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
filter-list route-map FilterLSAs in

OSPFポリシー情報を表示します。（任意） show ip ospf policy statistics area id filter-list
{in | out}

ステップ 4

例：

switch(config-router)# show ip ospf policy
statistics area 0.0.0.10 filter-list in

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、エリア 0.0.0.10でフィルタリストを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 filter-list route-map FilterLSAs in
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブエリアの設定

OSPFv2ドメインの外部トラフィックが不要な個所にスタブエリアを設定できます。スタブエ
リアは AS外部（タイプ 5）LSAをブロックし、選択したネットワークへの往復の不要なルー
ティングを制限します。「スタブエリア」の項を参照してください。また、すべての集約ルー

トがスタブエリアを経由しないようブロックすることもできます。

始める前に

OSPF機能がイネーブルになっていることを確認します。（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

設定されるスタブエリア内に、仮想リンクとASBRのいずれも含まれないことを確認します。

OSPFv2の設定
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手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id stub

4. （任意） area area-id default-cost cost

5. （任意） show ip ospf instance-tag

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

このエリアをスタブエリアとして作成します。area area-id stub

例：

ステップ 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
stub

このスタブエリアに送信されるデフォルトサマリ

ルートのコストメトリックを設定します。指定でき

る範囲は 0～ 16777215です。デフォルトは 1です。

（任意） area area-id default-cost cost

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10 default-cost
25

ステップ 4

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

ステップ 5

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、スタブエリアを作成する例を示します。

OSPFv2の設定
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switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 stub
switch(config-router)# copy running-config startup-config

Totally Stubbyエリアの設定
Totally Stubbyエリアを作成して、すべての集約ルート更新がスタブエリアに入るのを防ぐこ
とができます。

Totally Stubbyエリアを作成するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンド
を使用します。

手順の概要

1. area area-id stub no-summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

このエリアを Totally Stubbyエリアとして作成しま
す。

area area-id stub no-summary

例：

ステップ 1

switch(config-router)# area 20 stub
no-summary

NSSAの設定
OSPFv2ドメインの一部で一定限度の外部トラフィックが必要な場合は、その部分に NSSAを
設定できます。また、この外部トラフィックをAS外部（タイプ5）LSAに変換して、このルー
ティング情報で OSPFv2ドメインをフラッディングすることもできます。NSSAは、省略可能
な次のパラメータで設定できます。

• No redistribution：再配布されたルートは、NSSAをバイパスして OSPFv2自律システム内
の他のエリアに再配布されます。このオプションは、NSSAASBRがABRも兼ねていると
きに使用します。

• Default information originate：外部自律システムへのデフォルトルートのNSSA外部（タイ
プ 7）LSAを生成します。このオプションは、ASBRのルーティングテーブルにデフォル
トルートが含まれる場合に NSSA ASBR上で使用します。このオプションは、ASBRの
ルーティングテーブルにデフォルトルートが含まれるかどうかに関係なく、NSSAASBR
上で使用できます。

• Route map：目的のルートだけが NSSAおよび他のエリア全体でフラッディングされるよ
うに、外部ルートをフィルタリングします。

• No summary：すべての集約ルートがNSSAでフラッディングされないようにします。この
オプションは NSSA ABR上で使用します。
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• Translate：NSSA外のエリア向けに、NSSA外部 LSAを AS外部 LSAに変換します。再配
布されたルートをOSPFv2自律システム全体でフラッディングするには、このコマンドを
NSSA ABR上で使用します。また、これらの AS外部 LSAの転送アドレスを無効にする
こともできます。このオプションを選択した場合は、転送アドレスが0.0.0.0に設定されま
す。

変換オプションでは、NSSAを作成し、他のオプションを設定す
る area area-id nssaコマンドの後に、別の area area-id nssaコマン
ドが必要です。

（注）

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

設定する NSSA上に仮想リンクがないことと、この NSSAがバックボーンエリアでないこと
を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate]originate [route-map
map-name]] [no-summary]

4. （任意） area area-id nssa translate type7 {always | never} [suppress-fa]
5. （任意） area area-id default-cost cost

6. （任意） show ip ospf instance-tag

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

このエリアを NSSAとして作成します。area area-id nssa [no-redistribution]
[default-information-originate]originate [route-map
map-name]] [no-summary]

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10
nssa no-redistribution

AS外部（タイプ 7）LSAをNSSA外部（タイプ 5）
LSAに変換するように NSSAを設定します。

（任意） area area-id nssa translate type7 {always |
never} [suppress-fa]

例：

ステップ 4

switch(config-router)# area 0.0.0.10
nssa translate type7 always

このNSSAに送信されるデフォルト集約ルートのコ
ストメトリックを設定します。

（任意） area area-id default-cost cost

例：

ステップ 5

switch(config-router)# area 0.0.0.10
default-cost 25

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

ステップ 6

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、すべての集約ルート更新をブロックする NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、デフォルトルートを生成する NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa default-info-originate
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、外部ルートをフィルタリングし、すべての集約ルート更新をブロックするNSSA
を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa route-map ExternalFilter no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、常に NSSA外部（タイプ 5）LSAを AS外部（タイプ 7）LSAに変換する NSSA
を作成し NSSAを設定する例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa translate type 7 always
switch(config-router)# copy running-config startup-config

マルチエリアの隣接関係の設定

既存のOSPFv2インターフェイスには複数のエリアを追加できます。追加の論理インターフェ
イスはマルチエリア隣接関係をサポートしています。

始める前に

OSPFv2機能が有効にされている必要があります（「OSPFv2の有効化」のセクションを参
照）。

インターフェイスにプライマリエリアが設定されていることを確認します（「OSPFv2でのネッ
トワークの設定」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip router ospf [instance-tag] multi-area area-id

4. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

別のエリアにインターフェイスを追加します。ip router ospf [instance-tag] multi-area area-id

例：

ステップ 3

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降で
は、instance-tag引数はオプションです。
インスタンスを指定しない場合、マルチ

エリア設定は、そのインターフェイスの

プライマリエリアに設定されている同

じインスタンスに適用されます。

（注）

switch(config-if)# ip router ospf 201 multi-area
3
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv2情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

ステップ 4

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201 interface
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、OSPFv2インターフェイスに別のエリアを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ip router ospf 201 multi-area 20
switch(config-if)# copy running-config startup-config

仮想リンクの設定

仮想リンクは、隔離されたエリアを中継エリアを介してバックボーンエリアに接続します。

「仮想リンク」の項を参照してください。仮想リンクには、省略可能な次のパラメータを設定

できます。

• Authentication：簡単なパスワード認証またはMD5メッセージダイジェスト認証、および
関連付けられたキーを設定します。

• Dead interval：ローカルルータがデッドであることを宣言し、隣接関係を解消する前に、
ネイバーが helloパケットを待つ時間を設定します。

• Hello interval：連続する helloパケット間の時間間隔を設定します。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

リンクがアクティブになる前に、関与する両方のルータで仮想リンクを設定する必要がありま

す。

（注）

スタブエリアには仮想リンクを追加できません。

OSPFv2の設定
31

OSPFv2の設定

仮想リンクの設定



始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id virtual link router-id

4. （任意） show ip ospf virtual-link [brief]
5. （任意） copy running-config startup-config

6. （任意） authentication [key-chain key-id message-digest | null]
7. （任意） authentication-key [0 | 3] key

8. （任意） dead-interval seconds

9. （任意） hello-interval seconds

10. （任意） message-digest-key key-id md5 [0 | 3] key

11. （任意） retransmit-interval seconds

12. （任意） transmit-delay seconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

リモートルータへの仮想リンクの端を作成します。

仮想リンクをリモートルータ上に作成して、リン

クを完成させる必要があります。

area area-id virtual link router-id

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10
virtual-link 10.1.2.3
switch(config-router-vlink)#

ステップ 3

OSPF仮想リンク情報を表示します。（任意） show ip ospf virtual-link [brief]

例：

ステップ 4

switch(config-router-vlink)# show ip ospf
virtual-link

実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# copy running-config
startup-config

エリアに基づくこの仮想リンクの認証がオーバーラ

イドされます。

（任意） authentication [key-chain key-id
message-digest | null]

例：

ステップ 6

switch(config-router-vlink)#
authentication message-digest

この仮想リンクに簡易パスワードを設定します。認

証が、キーチェーンにもメッセージダイジェスト

（任意） authentication-key [0 | 3] key

例：

ステップ 7

にも設定されていない場合は、このコマンドを使用
switch(config-router-vlink)#
authentication-key 0 mypass します。0の場合は、パスワードをクリアテキスト

で設定します。3の場合は、パスワードを 3DES暗
号化として設定します。

OSPFv2デッド間隔を秒単位で設定します。有効な
範囲は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間
隔の秒数の 4倍です。

（任意） dead-interval seconds

例：

switch(config-router-vlink)#
dead-interval 50

ステップ 8

OSPFv2hello間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

（任意） hello-interval seconds

例：

ステップ 9

switch(config-router-vlink)#
hello-interval 25

この仮想リンクにメッセージダイジェスト認証を

設定します。認証がメッセージダイジェストに設

（任意） message-digest-key key-id md5 [0 | 3] key

例：

ステップ 10

定されている場合は、このコマンドを使用します。
switch(config-router-vlink)#
message-digest-key 21 md5 0 mypass 0の場合は、パスワードをクリアテキストで設定し

ます。3の場合は、パスキーを 3DES暗号化として
設定します。

OSPFv2再送信間隔を秒単位で設定します。有効な
範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 5分です。

（任意） retransmit-interval seconds

例：

ステップ 11

switch(config-router-vlink)#
retransmit-interval 50

OSPFv2送信遅延を秒単位で設定します。指定でき
る範囲は 1～ 450です。デフォルトは 1です。

（任意） transmit-delay seconds

例：

ステップ 12

switch(config-router-vlink)#
transmit-delay 2
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例

次に、2つの ABR間に簡単な仮想リンクを作成する例を示します。

ABR 1（ルータ ID 27.0.0.55）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 10.1.2.3
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ABR 2（ルータ ID 10.1.2.3）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 101
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 27.0.0.55
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布の設定

他のルーティングプロトコルから学習したルートを、ASBR経由でOSPFv2自律システムに再
配布できます。

デフォルトルートを再配布するには、次のパラメータを指定する必要があります。

• 5default-information originate：デフォルトルートが RIBに存在する場合は、この OSPF
ドメインにデフォルトルートを作成します。

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(6)以降では、デフォルトルートを
OSPFに再配布する場合、Cisco NX-OSはデフォルトルートを正
常にアドバタイズするために default-information originateコマン
ドを必要とします。

（注）

デフォルト以外のルートの場合、OSPFでのルート再配布には、省略可能な次のパラメータを
設定できます。

• default-metric：すべての再配布ルートに同じコストメトリックを設定します。

始める前に

OSPF機能をイネーブルにします。「OSPFv2の有効化」を参照してください。

再配布で使用する、必要なルートマップを作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name
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4. default-information originate [always] [route-map map-name]
5. default-metric [cost]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFに再配布します。
redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf
id | rip id | static} route-map map-name

例：

ステップ 3

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(6)以降で
は、デフォルトルートをOSPFに再配布
する場合、Cisco NX-OSはデフォルト
ルートを正常にアドバタイズするために

default-information originateコマンドを
必要とします。

（注）

switch(config-router)# redistribute bgp
route-map FilterExternalBGP

デフォルトルートが RIBに存在する場合は、この
OSPFドメインにデフォルトルートを作成します。
次の省略可能なキーワードを使用します。

default-information originate [always] [route-map
map-name]

例：

ステップ 4

• always：常に 0.0.0.のデフォルトルートを生成
します。ルートがRIBに存在しない場合でも。

switch(config-router)#
default-information-originate route-map
DefaultRouteFilter

• route-map：ルートマップが trueを返す場合に
デフォルトルートを生成します。

このコマンドは、ルートマップのmatch
文を無視します。

（注）

再配布されたルートのコストメトリックを設定しま

す。このコマンドは、直接接続されたルートには適

default-metric [cost]

例：

ステップ 5

用されません。ルートマップを使用して、直接接続switch(config-router)# default-metric 25
されたルートのデフォルトのメトリックを設定しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を OSPFに再配布する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルートの再配布によって、OSPFv2ルートテーブルに多くのルートが追加される可能性があり
ます。外部プロトコルから受け取るルートの数の上限を設定できます。OSPFv2には、再配布
ルートの制限を設定するために次のオプションが用意されています。

•上限固定：設定された最大値に OSPFv2が達すると、メッセージをログに記録します。
OSPFv2は以降の再配布ルートを受け取りません。任意で、最大値のしきい値パーセンテー
ジを設定して、OSPFv2がこのしきい値を超えたときに警告を記録するようにすることも
できます。

•警告のみ：OSPFv2が最大値に達したときのみ、警告のログを記録します。OSPFv2は、
再配布されたルートを受け入れ続けます。

•取り消し：OSPFv2が最大値に達したときにタイムアウト期間を開始します。このタイム
アウト期間後、現在の再配布されたルート数が最大制限より少なければ、OSPFv2はすべ
ての再配布されたルートを要求します。再配布されたルートの現在数が最大数に達した場

合、OSPFv2はすべての再配布されたルートを取り消します。OSPFv2が追加の再配布さ
れたルートを受け付ける前に、この状況を解消する必要があります。

•任意で、タイムアウト期間を設定できます。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name
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4. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]]
5. （任意） show running-config ospf

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFに再配布します。
redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf
id | rip id | static} route-map map-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# redistribute bgp
route-map FilterExternalBGP

OSPFv2が配布するプレフィックスの最大数を指定
します。指定できる範囲は 0～ 65536です。任意で
次のオプションを指定します。

redistribute maximum-prefix max [threshold]
[warning-only | withdraw [num-retries timeout]]

例：

ステップ 4

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
プレフィクス数のパーセンテージ。

switch(config-router)# redistribute
maximum-prefix 1000 75 warning-only

• warning-only：プレフィックスの最大数を超え
た場合に警告メッセージを記録します。

• withdraw：再配布されたすべてのルートを取り
消します。任意で再配布されたルートを取得し

ようと試みます。num-retriesの範囲は 1～ 12で
す。timeoutの範囲は 60～ 600秒です。デフォ
ルトは 300秒です。clear ip ospf redistribution
コマンドは、すべてのルートが取り消された場

合に使用します。

OSPFv2設定を表示します。（任意） show running-config ospf

例：

ステップ 5

switch(config-router)# show
running-config ospf
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、OSPFに再配布されるルートの数を制限する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75

ルート集約の設定

集約したアドレス範囲を設定することにより、エリア間ルートのルート集約を設定できます。

また、ASBR上のこれらのルートのサマリアドレスを設定して、外部の再配布されたルートの
ルート集約を設定することもできます。詳細については、「ルート集約」を参照してくださ

い。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id range ip-prefix/length [no-advertise] [cost cost]
4. summary-address ip-prefix/length [no-advertise | tag tag]
5. （任意） show ip ospf summary-address

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

一定の範囲のアドレスのサマリアドレスを ABR上
に作成します。このサマリアドレスをネットワーク

area area-id range ip-prefix/length [no-advertise] [cost
cost]

例：

ステップ 3

集約（タイプ 3）LSAにアドバタイズしないように
することもできます。costの範囲は 0～ 16777215で
す。

switch(config-router)# area 0.0.0.10
range 10.3.0.0/16

一定の範囲のアドレスのサマリアドレスを ABR上
に作成します。ルートマップによる再配布で使用で

summary-address ip-prefix/length [no-advertise | tag
tag]

例：

ステップ 4

きるよう、このサマリアドレスにタグを割り当てる

こともできます。switch(config-router)# summary-address
10.5.0.0/16 tag 2

OSPFサマリアドレスに関する情報を表示します。（任意） show ip ospf summary-address

例：

ステップ 5

switch(config-router)# show ip ospf
summary-address

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ABR上のエリア間のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 range 10.3.0.0/16
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、ASBR上のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# summary-address 10.5.0.0/16
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブルートアドバタイズメントの設定

短期間だけ、このルータ経由の OSPFv2トラフィックを制限する場合は、スタブルートアド
バタイズメントを使用します。詳細については、「OSPFv2スタブルータアドバタイズメン
ト」の項を参照してください。

スタブルートアドバタイズメントは、省略可能な次のパラメータで設定できます。
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• On startup：指定した宣言期間だけ、スタブルートアドバタイズメントを送信します。

• Wait for BGP：BGPがコンバージェンスするまで、スタブルートアドバタイズメントを送
信します。

ルータの実行コンフィギュレーションがグレースフルシャットダウンを行うよう設定されてい

る場合は、その実行コンフィギュレーションを保存しないでください。保存すると、ルータ

が、リロード後に最大メトリックをアドバタイズし続けることになります。

（注）

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. max-metric router-lsa [external-lsa [max-metric-value]] [include-stub] [on-startup {seconds |
wait-for bgp tag}] [summary-lsa [max-metric-value}]

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

OSPFv2スタブルートアドバタイズメントを設定し
ます。

max-metric router-lsa [external-lsa [max-metric-value]]
[include-stub] [on-startup {seconds | wait-for bgp tag}]
[summary-lsa [max-metric-value}]

ステップ 3

例：

switch(config-router)# max-metric
router-lsa

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、起動時にスタブルータアドバタイズメントを、デフォルトの 600秒間イネーブ
ルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# max-metric router-lsa on-startup
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ルートのアドミニストレーティブディスタンスの設定

OSPFv2によってRIBに追加されるルートのアドミニストレーティブディスタンスを設定でき
ます。

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。

値が高いほど信頼性の評価は低くなります。一般的にルートは、複数のルーティングプロトコ

ルを通じて検出されます。アドミニストレーティブディスタンスは、複数のルーティングプ

ロトコルから学習したルートを区別するために使用されます。最もアドミニストレーティブ

ディスタンスが低いルートが IPルーティングテーブルに組み込まれます。

OSPFは、IPv4および IPv6プレフィックスの距離をフィルタリングおよび変更するためのテー
ブルマップをサポートします。

始める前に

OSPF機能がイネーブルにされていることを確認してください（「OSPFv2の有効化」の項を
参照）。

「OSPFv2の注意事項および制約事項」の項にあるこの機能の注意事項と制限事項を参照して
ください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. [no] table-map map-name

4. exit
5. route-map map-name [permit | deny] [seq]
6. match route-type route-type

7. match ip route-source prefix-list name

8. match ip address prefix-list name

9. set distance value

10. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

OSPFv2ルートをRIBに送信する前に、OSPFv2ルー
トをフィルタリングまたは変更するポリシーを設定

[no] table-map map-name

例：

ステップ 3

します。マップ名には最大 63文字の英数字を入力
できます。

switch(config-router)# table-map foo

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

ステップ 4

switch(config-router)# exit
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

ステップ 5

します。ルートマップのエントリを順序付けるに

は、seqを使用します。
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)#

permitオプションで、ディスタンスを
設定することができます。denyオプ
ションを使用すると、デフォルトのディ

スタンスが適用されます。

（注）

次のルートタイプのいずれかと照合します。match route-type route-type

例：

ステップ 6

• external：外部ルート（BGP、EIGRP、OSPFタ
イプ 1または 2）switch(config-route-map)# match

route-type external

• inter-area：OSPFエリア間ルート

• internal：内部ルート（OSPFエリア内またはエ
リア間ルートを含む）

• intra-area：OSPFエリア内ルート

• nssa-external：NSSA外部ルート（OSPFタイプ
1または 2）

• type-1：OSPF外部タイプ 1ルート
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目的コマンドまたはアクション

• type-2：OSPF外部タイプ 2ルート

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対し
て、ルートのIPv4ルート送信元アドレスまたはルー

match ip route-source prefix-list name

例：

ステップ 7

タ IDと照合します。プレフィックスリストは ip
prefix-listコマンドを使用して作成します。

switch(config-route-map)# match
ip route-source prefix-list p1

1つまたは複数の IPv4プレフィックスリストと照
合。プレフィックスリストは ip prefix-listコマンド
を使用して作成します。

match ip address prefix-list name

例：

switch(config-route-map)# match
ip address prefix-list p1

ステップ 8

OSPFv2のルートのアドミニストレーティブディス
タンスを設定します。範囲は 1～ 255です。

set distance value

例：

ステップ 9

switch(config-route-map)# set distance
150

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config

例

次に、OSPFv2アドミニストレーティブディスタンスについて、エリア間ルートを
150、外部ルートを 200、およびプレフィックスリスト p1内のすべてのプレフィック
スを 190に設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# table-map foo
switch(config-router)# exit
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)# match route-type inter-area
switch(config-route-map)# set distance 150
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map foo permit 20
switch(config-route-map)# match route-type external
switch(config-route-map)# set distance 200
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map foo permit 30
switch(config-route-map)# match ip route-source prefix-list p1
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list p1
switch(config-route-map)# set distance 190
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デフォルトタイマーの変更

OSPFv2には、プロトコルメッセージの動作および最短パス優先（SPF）の計算を制御する多
数のタイマーが含まれています。OSPFv2には、省略可能な次のタイマーパラメータが含まれ
ます。

• LSAarrival time：ネイバーから着信するLSA間で許容される最小間隔を設定します。この
時間より短時間で到着する LSAはドロップされます。

• Pacing LSAs：LSAが集められてグループ化され、リフレッシュされて、チェックサムが
計算される間隔、つまり期限切れとなる間隔を設定します。このタイマーは、LSA更新が
実行される頻度を制御し、LSA更新メッセージで送信される LSA更新の数を最適化しま
す（フラッディングと LSAグループペーシングセクションを参照）。

• Throttle LSAs：LSA生成のレート制限を設定します。このタイマーは、トポロジが変更さ
れた後に LSAが生成される頻度を制御します。

• Throttle SPF calculation：SPF計算の実行頻度を制御します。

インターフェイスレベルでは、次のタイマーも制御できます。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

hello間隔とデッドタイマーに関する情報の詳細については、「OSPFv2でのネットワークの設
定」の項を参照してください。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. timers lsa-arrival msec

4. timers lsa-group-pacing seconds

5. timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

6. timers throttle spf delay-time hold-time max-wait

7. interface type slot/port

8. ip ospf hello-interval seconds

9. ip ospf dead-interval seconds

10. ip ospf retransmit-interval seconds

11. ip ospf transmit-delay seconds

12. （任意） show ip ospf

13. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

LSA到着時間をミリ秒で設定します。範囲は 10～
600000です。デフォルトは 1000ミリ秒です。

timers lsa-arrival msec

例：

ステップ 3

switch(config-router)# timers
lsa-arrival 2000

LSAがグループ化される間隔を秒で設定します。
範囲は 1～ 1800です。デフォルトは 240秒です。

timers lsa-group-pacing seconds

例：

ステップ 4

switch(config-router)# timers
lsa-group-pacing 1800

次のタイマーを使用して、LSA生成のレート制限
をミリ秒で設定します。

timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

例：

ステップ 5

• start-time：指定できる範囲は 0～ 5000ミリ秒
です。デフォルト値は 0ミリ秒です。

switch(config-router)# timers throttle
lsa 3000 6000 6000

• hold-interval：指定できる範囲は 50～ 30,000ミ
リ秒です。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

• max-time：指定できる範囲は 50～ 30,000ミリ
秒です。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

SPF最適パススケジュールを次のタイマを使用し
て、SPF最適パス計算間（秒単位）で設定します。

timers throttle spf delay-time hold-time max-wait

例：

ステップ 6

• delay-time：範囲は 1～ 600000ミリ秒です。デ
フォルトは 200ミリ秒です。

switch(config-router)# timers throttle
spf 3000 2000 4000

• hold-time：範囲は 1～ 600000ミリ秒です。デ
フォルト値は、1000ミリ秒です。

• max-wait：範囲は 1～ 600000ミリ秒です。デ
フォルト値は 5000ミリ秒です。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを開始します。interface type slot/port

例：

ステップ 7

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)

このインターフェイスの hello間隔を設定します。
有効な範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10で
す。

ip ospf hello-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf
hello-interval 30

ステップ 8

このインターフェイスのデッド間隔を設定します。

有効な範囲は 1～ 65535です。
ip ospf dead-interval seconds

例：

ステップ 9

switch(config-if)# ip ospf dead-interval
30

このインターフェイスから送信される各 LSA間の
推定時間間隔を設定します。有効な範囲は 1～
65535です。デフォルトは 5分です。

ip ospf retransmit-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf
retransmit-interval 30

ステップ 10

LSAをネイバーに送信する推定時間間隔を秒で設
定します。指定できる範囲は1～450です。デフォ
ルトは 1です。

ip ospf transmit-delay seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf transmit-delay 450
switch(config-if)#

ステップ 11

OSPFに関する情報を表示します。（任意） show ip ospf

例：

ステップ 12

switch(config-if)# show ip ospf

実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 13

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、lsa-group-pacingオプションで LSAフラッディングを制御する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# timers lsa-group-pacing 300
switch(config-router)# copy running-config startup-config
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グレースフルリスタートの設定

デフォルトでは、グレースフルリスタートは有効です。OSPFv2インスタンスのグレースフル
リスタートには、省略可能な次のパラメータを設定できます。

• Grace period：グレースフルリスタートの開始後に、ネイバーが隣接関係を解消するまで
に待つ時間を設定します。

• Helper mode disabled：ローカル OSPFv2インスタンスのヘルパーモードを無効にします。
OSPFv2は、ネイバーのグレースフルリスタートには関与しません。

• Planned graceful restart only：予定された再起動の場合にだけグレースフルリスタートがサ
ポートされるように OSPFv2を設定します。

始める前に

OSPF機能が有効にされていることを確認してください（「OSPFv2の有効化」のセクション
を参照）。

すべてのネイバーで、一致した省略可能なパラメータ一式とともにグレースフルリスタートが

設定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. graceful-restart

4. （任意） graceful-restart grace-period seconds

5. （任意） graceful-restart helper-disable

6. （任意） graceful-restart planned-only

7. （任意） show ip ospf instance-tag

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

グレースフルリスタートを有効にします。グレース

フルリスタートは、デフォルトで有効にされていま

す。

graceful-restart

例：

switch(config-router)# graceful-restart

ステップ 3

猶予期間を秒で設定します。指定できる範囲は 5～
1800です。デフォルトは 60秒です。

（任意） graceful-restart grace-period seconds

例：

ステップ 4

switch(config-router)# graceful-restart
grace-period 120

ヘルパーモードを無効にします。この機能はデフォ

ルトで有効になっています。

（任意） graceful-restart helper-disable

例：

ステップ 5

switch(config-router)# graceful-restart
helper-disable

予定された再起動時にのみグレースフルリスタート

を設定します。

（任意） graceful-restart planned-only

例：

ステップ 6

switch(config-router)# graceful-restart
planned-only

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

ステップ 7

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ディセーブルにされているグレースフルリスタートをイネーブルにし、猶予期

間を 120秒に設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# graceful-restart grace-period 120
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2インスタンスの再起動
OSPv2インスタンスを再起動できます。この処理では、インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。
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OSPFv2インスタンスを再起動して、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次の
コマンドを使用します。

手順の概要

1. restart ospf instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

OSPFv2インスタンスを再起動して、すべてのネイ
バーを削除します。

restart ospf instance-tag

例：

ステップ 1

switch(config)# restart ospf 201

仮想化による OSPFv2の設定
複数のOSPFv2インスタンスを作成することができます。また、複数のVRFを作成し、各VRF
で同じ OSPFv2インスタンスまたは複数の OSPFv3インスタンスを使用することもできます。
VRFに OSPFv2インスタンスを割り当てることができます。

インターフェイスの VRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設
定します。インターフェイスの VRFを設定すると、そのインターフェイスのすべての設定が
削除されます。

（注）

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. router ospf instance-tag

4. vrf vrf-name

5. （任意） maximum-paths path

6. interface interface-type slot/port

7. vrf member vrf-name

8. ip address ip-prefix/length

9. ip router ospf instance-tag area area-id

10. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しいVRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

ステップ 2

switch(config)# vrf context
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新規OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 3

switch(config-vrf)# router ospf 201
switch(config-router)#

VRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

ステップ 4

switch(config-router)# vrf
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この VRFのルートテーブル内の宛先への、同じ
OSPFv2パスの最大数を設定します。この機能は、
ロードバランシングに使用されます。

（任意） maximum-paths path

例：

switch(config-router-vrf)# maximum-paths
4

ステップ 5

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 6

switch(config-router-vrf)# interface ethernet
1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

ステップ 7

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスのIPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

ステップ 8

このインターフェイスをOSPFv2インスタンスおよ
び設定エリアに割り当てます。

ip router ospf instance-tag area area-id

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# ip router ospf 201
area 0

実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config)# router ospf 201
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0
switch(config-if)# copy running-config startup-config

OSPFv2設定の確認
OSPFv2設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

1つ以上のOSPFルーティングインスタンスに関
する情報を表示します。出力には、次のエリア

レベルのカウントが含まれます。

•このエリアのインターフェイス：このエリア
に追加されたすべてのインターフェイスの数

（設定されたインターフェイス）。

•アクティブインターフェイス：ルータリン
クステートおよび SPF（UPインターフェイ
ス）にあると見なされるすべてのインター

フェイスの数。

•パッシブインターフェイス：OSPFパッシブ
と見なされるすべてのインターフェイスの数

（隣接関係は形成されません）。

•ループバックインターフェイス：すべての
ローカルループバックインターフェイスの

数。

show ip ospf [instance-tag] [vrf vrf-name]
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目的コマンド

OSPFv2境界ルータ設定を表示します。show ip ospf border-routers [ vrf { vrf-name
| all | default | management }]

OSPFv2リンクステートデータベースの要約を表
示します。

show ip ospf database [ vrf { vrf-name | all |
default | management}]

OSPFv2-relatedインターフェイスの情報を表示し
ます。

show ip ospf interface number [ vrf { vrf-name
| all | default | management }]

変更された OSPFv2 LSAを表示します。show ip ospf lsa-content-changed-list
neighbor-id interface - type number [ vrf {
vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2ネイバーの一覧を表示します。show ip ospf neighbors [ neighbor-id ] [ detail
] [ interface - type number ] [ vrf { vrf-name |
all | default | management }] [ summary ]

OSPFv2リンクステート要求の一覧を表示します。show ip ospf request-list neighbor-id interface
- type number [ vrf {vrf-name | all | default |
management }]

OSPFv2リンクステート再送の一覧を表示します。show ip ospf retransmission-list neighbor-id
interface - type number [ vrf { vrf-name | all |
default | management }]

内部 OSPFv2ルートを表示します。show ip ospf route [ ospf-route ] [ summary ]
[ vrf { vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2サマリアドレスに関する情報を表示しま
す。

show ip ospf summary-address [ vrf {
vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2仮想リンクに関する情報を表示します。show ip ospf virtual-links [ brief ] [ vrf {
vrf-name | all | default | management }]

VRFベースのOSPFv2設定に関する情報を表示し
ます。

show ip ospf vrf { vrf-name | all | default |
management }

現在実行中の OSPFv2設定を表示します。show running-configuration ospf

OSPFv2のモニタリング
OSPFv2統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

エリアの OSPFv2ルートポリシー統計情報を
表示します。

show ip ospf policy statistics area area-id filter
list {in | out} [vrf {vrf-name | all | default |
management}]
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目的コマンド

OSPFv2ルートポリシー統計情報を表示しま
す。

show ip policy statistics redestribute {bgp id |
direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static}
[vrf {vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2イベントカウンタを表示します。show ip ospf statistics [vrf {vrf-name | all | default
| management}]

OSPFv2パケットカウンタを表示します。show ip ospf traffic [interface-type number] [vrf
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2の設定例
次に、OSPFv2を設定する例を示します。
feature ospf
router ospf 201
router-id 290.0.2.1
interface ethernet 1/2
ip router ospf 201 area 0.0.0.10
ip ospf authentication
ip ospf authentication-key 0 mypass

OSPF RFC互換モードの例
次に、RFC 1583互換ルータと互換性を持つように OSPFを設定する例を示します。

RFC1583互換の OSPFのみを実行するルータに接続するすべての VRFで、RFC 1583の互換性
を設定する必要があります。

（注）

switch# configure terminal
switch(config)# feature ospf
switch(config)# router ospf Test1
switch(config-router)# rfc1583compatibility
switch(config-router)# vrf A
switch(config-router-vrf)# rfc1583compatibility

その他の参考資料
OSPFの実装に関する詳細情報については、次のページを参照してください。
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OSPFv2の関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』キーチェーン

OSPFv3の設定IPv6ネットワーク向けOSPFv3

Route Policy Managerの設定ルートマップ

MIB
MIBのリンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウンロードするには、
次の URLにアクセスしてください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

OSPFv2に関連するMIB
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/security/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Security_Configuration_Guide_7x.html
cisco-nexus-9000-series-nx-os-unicast-routing-configuration-guide_chapter7.pdf#nameddest=unique_190
cisco-nexus-9000-series-nx-os-unicast-routing-configuration-guide_chapter17.pdf#nameddest=unique_80
ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html
ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html
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